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-54  55-59  60-64  65-69  70- 計 (N) 平均年齢（SD)
1991  1.8  41.7  49.8  6.7  0.0  100.0(731) 58.8(3.07)
1996  0.5  23.7  66.5  8.4  0.8  100.0(729) 59.7(2.86)
2001  2.1  17.6  72.7  7.0  0.6  100.0(773) 59.8(2.93)





1991  1996  2001 2003??
A 労働市場からの引退型
A1 完全引退型 20.8  26.1  30.2  16.6
 
A2 ボランティア活動型 － － － 5.4
 
A3 シルバー人材型?? 1.4  2.5  3.3  8.1
 
B 内部労働市場移動型
B1 雇用延長型 30.5  24.4  21.1  24.7
 
B2 出向型 11.7  12.8  16.2  6.3
 
C 外部労働市場移動型
C1 転職型 31.5  27.9  25.5  31.4
 
C2 独立・開業・自営型?? 4.1  6.4  3.7  7.6
計 100.0 100.0 100.0 100.0







































































わずらわしい人間関係から解放される 32.5  33.0  31.3
家庭サービスができる 20.8  18.4  19.6
自由な時間が増え、自分を取り戻す 44.7  51.1  56.8??
新しい人生が開ける 32.2  32.3  37.6??
決まりきった行動パターンから解放される 17.7  18.4  18.1
精神的に楽になる 36.5  36.4  39.4
?否定的イメージ>
所属する組織や肩書きがなくなる 20.8  16.5  14.0??
経済的に苦しくなる 32.2  30.7  29.8
生活の目標や気持ちの張りがなくなる 15.0  14.1  12.4
接触する人や情報が減る 19.8  23.1  16.9
社会から取り残される 5.8  3.7  2.6







































































(N) (35-36) (12) (17-18) (65-67) (69) (17) (239-247)
「親の介護」は働くこと 41.7  75.0  47.1  47.0  55.1  41.2  50.4
「育児」は働くこと 41.7  83.3  52.9  45.5  47.8  41.2  49.2
「家事」は働くこと 45.7  66.7  58.8  56.7  55.1  35.3  53.9
「ボランティア活動」は働くこと 50.0  83.3  61.1  53.8  53.6  41.2  56.3
「消費者・市民運動」は働くこと 37.1  66.7  47.1  37.9  34.8  23.5  37.2
「地域貢献活動」は働くこと 48.6  66.7  61.1  55.2  46.4  47.1  52.0
家庭型アンペイド・ワーク評価??? 7.26  9.00  6.94  7.47  7.55  6.82  7.46
地域型アンペイド・ワーク評価?? 7.00  8.83  7.47  7.15  7.09  7.00  7.21


















































































(N) (34-35) (12) (17-18) (66-69) (68-69) (15-16) (247-249)
会社以外での交流をしてきた 32.4  66.7  50.0  57.6  55.1  68.8  54.3
終身雇用で生活設計してきた 88.2  75.0  94.4  88.4  73.5  50.0  80.6
会社の地位以外の誇りをもってきた 67.6  50.0  61.1  70.1  60.9  81.3  66.4
個人的に職業能力の訓練をしてきた 47.1  75.0  61.1  53.6  58.8  80.0  57.1
何もしていなかった 45.7  25.0  50.0  39.7  47.8  33.3  40.6
転職・独立の準備をしてきた 20.6  50.0  22.2  16.2  27.5  43.8  24.2





















































β EXP (β) β EXP (β) β EXP (β)
年齢（vs 65歳以上）
55-59 歳 －1.272?? (.280) 2.065? (7.886) 1.198 (3.315)
60-64歳 － .327 ( .721) 1.281 (3.601) .328 (1.388)
健康状態（良い） .250 (1.284) － .462 ( .630) .635 (1.887)
学歴 (vs高校卒以下）
専門・短大卒 －1.129 ( .323) －5.167 ( .006) .857 (2.357)
大学・大学院卒 － .378 ( .685) .983 (2.674) 1.111? (3.038)
転職回数（多い) － .023 ( .977) － .295 ( .744) .159 (1.173)
アンペイド･ワーク評価得点（高い） － .002 ( .998) .182?? (1.199) － .051 ( .950)
職業的自律性得点（高い） － .005 ( .995) .244?? (1.276) .233?? (1.262)
Constant .208 (1.231) －7.786??? (.000) －7.107??? (.001)
-2 Log Likelihood  279.623  64.078  95.722
 
ModelChi-Square  11.130  16.619?? 17.833??
N  213  213  213
 
















































































































































































14) 欧州の最近の動向は、欧州委員会が1999 年 5月に
公表した「すべての年齢層のための欧州を目指し
て」と題した報告書にみることができる［Commis-
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